
平成２８年度 学力向上プラン        
市浜小学校 

１．学力保障の取り組みのねらい 
  市浜小学校児童一人ひとりの学力を保障し、学ぶ力・学ぶ意欲を培いながら、個々の基礎・基本の力、問題

解決力、活用力を育てていくことで、夢や願いを広げ、それを実現させていく力を育てていくようにする。 
 
２．学力調査の結果 

教 科 に 関 し て 

○平成２７年度「臼杵市基礎・基本テスト」結果 
（３・４・５・６年） 

※１２教科（４学年３教科）のうち１２教科（３･４･５･６

年の３教科）すべてにおいて、正答率が全国平均を上回る

ことができた。また、１１教科については臼杵市の平均も

上回った。 
○平成２７年度「大分県基礎基本定着状況調査」結果(５年) 
※３教科（知識、活用問題）とも、県の正答率を上回ることができ

た。 
○平成２７年度「全国学力学習状況調査」結果（６年） 
※国語Ａ・Ｂ、算数Ａ・Ｂ、理科の正答率の合計が、県およ

び全国の平均正答率の合計を上回ることができた。 

＜国語＞ 

・国語で図書館を活用した単元を貫く言語活動に取

り組んでいることで、読み取りや読みとったこと

をまとめたり、自分の言葉で表現したりする力が

ついてきている。 

・漢字の読み書きなどの基本的な事項も継続して指

導してきた成果が伺える。  

＜算数＞ 

・4、5、6 年生に習熟度別の授業形態をとることで

個に応じた指導を行うことができ、基礎基本の定

着が図られてきてはいるが、個人差が大きく、確

実性に欠ける面がある。引き続き個別の指導を継

続していく。 

・学習内容を関連付けながら考えて解く、そのわけ

を書くなどの力（「思考・判断・表現」）が不足

している。 

＜理科＞ 

・比較対照実験を通して考え、自分で結論を導き出

し、文章に表すことが苦手。 

生 活 面 に 関 し て 
○基本的な生活習慣、学習習慣が身についていない児童がおり、引き続き家庭との連携・協力が必要である。 

○聞く・話す時の態度と能力の育成を目標に規律ある行動の指導をしてきた。聞く態度はだんだんと向上して

きている。引き続きの学習規律の徹底が必要である。 
○家庭学習、読書の習慣化など家庭学習のよき習慣化に向けて、状況把握をするとともに保護者の理解・協力

が得られるよう取り組みを続ける。 
○生活習慣や規範意識、学習への関心が低い子どもが多い。（朝食をとる、携帯端末の使用時間等…児童アンケートより） 
３．指導改善のポイント 

教科に関して 生活面に関して 

・「課題」と「まとめ」を呼応させた授業の組み立て 
・板書の構造化とノートとの連動の推進         
・個に応じた指導の推進、低学力層の底上げ 
・効果的な指導体制の構築・実施 

・「読む」と「書く」を連動させた学習の推進等 

・学習習慣、生活習慣づくりに向けた家庭との連携 
（臼杵っこ育ての３か条） 

・授業規律の確立を中心とした生活指導の充実 
（落ち着いた学習態度の育成） 

・共に学び合い、高まり合う学級集団づくり。 

４．めざす児童像 

※年度末までに、目標達成率７割以上、正答率全国及び臼杵市平均値をすべての学年で達成できるよう年間の

まとめを行う。 （結果を出して、次の学年へつなぐ） 
※当面４月の県の学力調査（５年生）・全国学力学習状況調査（６年生）については、目標達成率７割以上正

答率全国及び臼杵市の平均値をすべての学年で達成できるように組織的に取り組む。 
※具体的な指標 
①学習の準備をし、始業チャイムで席に着くことができる子ども（９０％以上） 

 ②自分の考えを進んで発表できる子ども（８０％以上）→友だちの考えに対して 
 ③友だちや先生の話を最後まできちんと聞くことができる子ども（９０％以上） 
 ④決められた内容の家庭学習をする子ども（９０％以上） 

決められた学習時間（学年×１０分＋１０分） 
⑤授業でわからないことを質問することができる子ども（８０％以上） 

 ⑥本を読むことがすきな子ども（８０％以上） 

 

①ほぼできている。 
②低 83.9％ 高 72.2％ 
③低 91.6％ 高 90.7.8％ 
④90％以上達成できている。 

（点検シートより） 
⑤低 77.6％ 高 77.1％ 
⑥低 90.6％ 高 83.4％ 
（低高は学校評価アンケートより） 



５．具体的な取り組み 

○思考・判断・表現力の伸長にあてる時間を確保 
 ・朝の帯タイムの活用（教師の指導のもと実施する…火・木） 
  →火・木の活用学習…算数の「思考・判断・表現」の内容に関する力の伸長にあてる。  
   活用力を育てるプリント、国語のワークシート（職員作成…児童に力をつけるための系統性のある） 
○知識・理解・技能等、基礎・基本にあたる学習内容の習熟にあてる時間を確保 
 ・朝の帯タイムの活用 

→金（自習）を国語、算数の基礎的な力をつけるドリル学習などにあてる。（漢字・計算） 
  →ノート、筆箱点検（国語、算数 月一回、第３金曜日の朝の帯タイム…チェック項目を全校で統一） 
・個別指導時間の設定 

  →金曜日を短縮校時にし、放課後（15:10-15:50）の１単位時間程度、個別指導や習熟の点検にあてる。 
  →主として国語や算数の一週間の学習や習熟の振り返りの時間とする。 
 ・指導の工夫 
  →音読の徹底、漢字を使う習慣、自分の考えを書く、話す活動の位置づけ。 
   （音読カードの活用、日記・ノート指導など） 
○効果的な指導体制の構築・実施 
 ・学年始めは少人数ではなく、ＴＴでの指導体制を基本とする。 
  →基礎充実コースと標準コースの担当者間の打ち合わせをしっかり行う。 
 →Ｔ２の役割（個に応じた支援）を明確にする。（例：Ｔ１…授業進行、Ｔ２…個別の対応等） 

  →互見授業としての位置づけ（教師の授業力向上） 
 ・児童の状況を見ながら、少人数指導や習熟度に応じた指導などを行っていく。 
・４，５，６年における習熟度に応じた算数授業の充実を図る（次年度の組み方も検討） 

○授業改善の工夫（算数・国語の活用力を伸ばす工夫） 

・学習規律の確立を図り、落ち着いた学習環境をつくる。（授業の基盤つくり…ＴＴでの指導） 

・「課題」と「まとめ」を呼応させた授業、板書の構造化とノートの連動、言語活動の充実、ペア・グループ

活動を取り入れた授業の推進（自他と考えを比較し、つなげる意識）、ホワイトボードでの1時間の流れ 
 →週に最低一度は板書計画を練り、デジカメで記録をとりサーバーに保存していく。 
 →学年に応じたノートの型を示し、学習の手がかりとなる整理されたノート指導を心がける。 
 →問題解決的な学習とその過程での話し合い活動を重視した授業づくり 
  友だちの考えを説明する時間を設け、まとめにどの子の考えも位置づくようにする。考えを書く時間の確保 

・ポイントに沿った授業改善の研修の実施と日常の授業への反映を図る。 
・ＩＣＴ機器の活用（パソコン、タブレット等の活用）…１,２年生の全教室へプロジェクター、書画カメラを配置 
→職員研修を行い効果的なＩＣＴ機器の活用を学校全体で行えるようにする。 

教材提示などに用いることで、学習の効率化を図る。  
・図書館活用実践を計画的に実施するとともに、本校研修内容の日常化を図る。 

 ・校長、教頭による日常的な授業観察【授業力の向上】 
○学習規律の徹底 
 ・小中一体教育での西中校区の小中の連携を図る（家庭学習の手びきの見直し） 
 ・「聞く」姿勢、態度の徹底（指導と評価の繰り替えしによる） 
 ・チャイム着席、チャイムで授業開始（学習の準備を事前にしておく） 
  →始業時に先生がきていなくても、席に着き教科書等を読みながら静かに待つ。 
 ・考えを言い、その理由を話す・書くことを徹底していく。 
 ・意見の異同を考えながら聞くことを指導する。（評価・点検を繰り返す） 
 ・各学年、全学年で共通理解した「学習ルール」の徹底。学習用具の統一 
○家庭、地域との連携、協働化 

 ・個々の実態と取り組みを保護者に伝え、家庭と連携した取り組みを推進する。 
・生活（早寝、早起き、朝ごはん）、学習習慣の確立に向けた保護者の協力、理解。 

 ・家庭学習時間（学年×１０分＋１０分）の確保、内容の充実に向けて家庭学習点検カードを継続し、 
  保護者にも学習状況を把握してもらう。自主学習の内容の指導（4年以上）を充実させ、自分で計画し考え

学習していく力をつけていく。また、あいさつについても点検カードで振り返っていく。 
 ・家庭学習の内容を検討し、個に応じたものとなるようにする。 
 ・宿題を忘れた児童については、その日のうちにきちんと済ませて下校させる。また、続けて忘れている児

童は家庭に連絡し協力を求める。改善が見られない場合は、個別に面談を設ける。 
 ・一か月毎、一週間毎など、定期的な振り返りや点検の評価を行う。 

 ・読み聞かせの推進と朝読書の充実（地域・保護者の方の読み聞かせ、高学年児童による読み聞かせ） 

 ・「放課後子ども教室（２・３年）」の指導者との情報交換、連動した指導の推進。 
 


